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第１章 調査概要 

 

１ 調査目的 

近年、国民の生命と健康を脅かす主要な疾患となっているがんや心臓病、脳卒中、

糖尿病等の生活習慣病を予防するためには、個々人の主体的な健康づくりへの取り組

みに加え、健康診査、がん検診、健康教育、健康相談等の保健事業による生涯を通じ

た継続的な健康管理の支援が必要である。 

そこで、健康診査等の受診状況・意向や、健康づくりに関する現状・意向を把握し、

地域・職域保健の取り組むべき健康課題を明確にするために本調査を実施する。 

 

２ 調査対象 

情報システム課に依頼し住民基本台帳から無作為抽出した 20歳以上 69歳以下の市

民 2,000人。（各年代の男女各 200 人） 

 

３ 調査方法 

郵送配布・郵送回収による無記名自記式質問票調査 

 

４ 調査内容 

 （１）健診（定期健康診断･特定健康診査）、がん検診等の受診状況と要望について 

（２） 健康づくりの実態と要望について 

 

５ 回収状況 

対象者数 回収数 有効回答数 回収率（％） 

2,000 980 980 49.0 
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第２章 調査結果と考察 

 

 １ 調査方法 

  20 歳以上 69 歳以下の市民から 2,000 人を無作為抽出し、回収率が 49.0％という結

果は通常の調査と比較して回収率は極めて高いといえる。しかし、結果を一般化する

ためには 80％以上の回収率が求められるため、結果についての一般化には充分な注意

が必要である。 

 

２ 回答者の一般像（年齢、性別、医療保険の種類、職業、所属事務所の従業員数）（表１） 

１）男女別人数はほぼ均等である。年齢別では 20～50歳代は各年齢層とも 14～22％、60

歳代が 25～29%と尐し高いが、ほぼ均等である。 

２）医療保険の種類別では、国民健康保険が 41%、組合健康保険が 50%と高いが、協会け

んぽは 8%と差が大きい。 

３）職業別では、男性は正規職員が 60%、非正規職員及び自営業・自由業が 10%と差が大

きい。女性は家事専業が 33%、非正規職員が 30%、正規職員が 21%であるが、それ以外

は低い。 

４）所属事業所別の従業員数は 50人以上の従業員は男性 68%、女性 56％であるが、1～4

人の事業所では男性 2％（6人）、女性 4％（11人）と大きな差がある。 
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表 1_回答者の一般像 
      

    男性 女性 合計 

    N % N % N % 

年 
 

齢 

20歳代 60 14.1% 77 13.9% 137 14.0% 

30歳代 74 17.4% 118 21.4% 192 19.7% 

40歳代 72 16.9% 116 21.0% 188 19.2% 

50歳代 94 22.1% 100 18.1% 194 19.9% 

60歳代 125 29.4% 141 25.5% 266 27.2% 

合   計 425   552   977   

医
療
保
険
の
種
類 

国民健康保険(世帯主) 151 35.8% 57 10.5% 208 21.6% 

国民健康保険(世帯主以外の家族) 25 5.9% 161 29.7% 186 19.3% 

協会けんぽ(旧政府管掌健康保険)(本人) 30 7.1% 26 4.8% 56 5.8% 

協会けんぽ(旧政府管掌健康保険)(家族) 1 0.2% 21 3.9% 22 2.3% 

組合健康保険(組合・共済・船員)(本人) 197 46.7% 110 20.3% 307 31.8% 

組合健康保険(組合・共済・船員)(家族) 16 3.8% 161 29.7% 177 18.4% 

その他 2 0.5% 6 1.1% 8 0.8% 

合   計 422   542   964   

職 
 

業 

勤め(正規職員) 253 59.8% 116 21.0% 369 37.8% 

勤め(ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ等の非正規職員) 44 10.4% 165 29.8% 209 21.4% 

自営業・自由業 44 10.4% 21 3.8% 65 6.7% 

家族従事者(自営業手伝い) 0 0.0% 10 1.8% 10 1.0% 

その他 2 0.5% 4 0.7% 6 0.6% 

家事専業 0 0.0% 181 32.7% 181 18.5% 

学生 14 3.3% 10 1.8% 24 2.5% 

無職 66 15.6% 46 8.3% 112 11.5% 

合   計 423   553   976   

所
属
事
業
所
の
従
業
員
数 

1～4人 6 2.0% 11 3.9% 17 3.0% 

5～9人 20 6.7% 32 11.5% 52 9.0% 

10～19 人 18 6.1% 30 10.8% 48 8.3% 

20～29 人 13 4.4% 27 9.7% 40 6.9% 

30～49 人 37 12.5% 22 7.9% 59 10.2% 

50人以上 203 68.4% 157 56.3% 360 62.5% 

合   計 297   279   576   
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３ 健診･がん検診等の受診状況と要望 

（１） 健診（定期健康診断･特定健康診査）：受診率、受診方法、受診理由、未受診の理由、

健診実施への希望、結果説明の希望 

１） 受診率は男性 75％、女性 63％と高い。 

74.6%

62.8%

67.9%

25.4%

37.2%

32.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

合計

問2_健診（定期健診・特定健診）

はい

いいえ

 

 

２） 受診方法は男女とも勤務先での受診が最も多い（男性 70％、女性 44％）。 

18%

70%

17%

35%

44%

26%

27%

56%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

特定健康診査受診券で受けた（受ける）

勤務先（または学校）で実施する定期健康診断を

受けた（受ける）

個人的に受けた（受ける）

問3_受診方法（健診）

男性

女性

合計

 

 

３） 受診理由は「自分の健康管理を行うため」が男女とも約 60％と最も多い。 

57%

22%

49%

7%

3%

11%

5%

63%

32%

30%

14%

2%

20%

6%

60%

27%

39%

11%

2%

16%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の健康管理を行うため

健康状態が気になるため

勤務先（または学校）から勧めら

れた

生活習慣を見直すきっかけとす

るため

家族・友人などに受診するよう勧

められた

受診を勧める通知がきたから

その他

問4_受診の理由（健診）

男性

女性

合計
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４） 未受診の理由は「通知がない」「受診方法がわからない」「費用がかかる」が 30

～40％であった。 

3%

3%

40%

22%

8%

4%

30%

33%

33%

14%

3%

1%

20%

15%

11%

2%

23%

40%

29%

21%

3%

2%

27%

18%

10%

3%

26%

38%

30%

19%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

入院中、自宅療養中のため

旅行・出張などで留守のた

め

受ける暇がないため

健康に自信があるから

悪いと言われるのが怖いか

ら

健診機関が近くにないから

受診の仕方がよくわからな

いから

受診を勧める通知がこな

かったから

費用がかかるから

その他

問5_未受診の理由（健診）

男性

女性

合計

 

 

５） 受けやすい方法では「費用の助成」「１ヶ所で同時に受診」「受診の通知」が 40％

台であった。 

36%

16%

9%

38%

26%

33%

4%

35%

8%

43%

1%

37%

13%

17%

23%

40%

51%

7%

51%

11%

51%

4%

37%

14%

13%

30%

34%

43%

6%

44%

9%

47%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

土曜、日曜等休日に受診できる

夜間に受診できる

自宅近くに健診車が来る

職場で集団健診を実施する

普段かかっている医療機関で受

診できる

毎年受診を勧める通知が来る

ホームページ等で健診医療機関

がわかる

1ヶ所で同時に健診やがん検診

ができる

広報やチラシで健診の方法がわ

かる

健診費用の助成

その他

問6_受けやすい方法（健診）

男性

女性

合計

 

 

６） 結果の説明希望は男女とも 80％を超えていた。 

80.8%

82.4%

81.7%

16.2%

13.4%

14.6%

3.1

%

4.2%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男

性

女

性

合

計

問7_健診結果の説明希望

思う

思わない

その他
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（２） がん検診等：受診率、受診理由、未受診の理由、検診実施への希望 

１） 受診率は各がん検診とも 30～40％台であった。また、前立腺がん検診、歯周疾患

検診、骨粗しょう症検診（市では節目検診として実施）は 15～20％であった。 

8.8%

16.2%

13.0%

19.4%

9.5%

13.9%

10.6%

11.5%

11.1%

61.2%

62.8%

62.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男

性

女

性

合

計

問8_胃がん検診

市の検診を受けた

勤務先の検診を受けた

個人的に受けた

受けなかった

 

15.8% 11.7% 15.2% 57.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女

性

問8_乳がん検診

市の検診を受けた

勤務先の検診を受けた

個人的に受けた

受けなかった

 

18.1% 11.3% 17.7% 53.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女

性

問8_子宮がん検診

市の検診を受けた

勤務先の検診を受けた

個人的に受けた

受けなかった

 

1.4%

3.8%

2.8%

4.3%

0.4%

2.1%

10.0%

19.2%

15.2%

84.3%

76.5%

79.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男

性

女

性

合

計

問8_歯周疾患検診

市の検診を受けた

勤務先の検診を受けた

個人的に受けた

受けなかった
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２） 受診の理由の１位は「自分の健康管理を行うため」が 50～60％台であり、これは

各検診に共通していた。 

62%

27%

5%

5%

4%

31%

10%

1%

71%

36%

6%

9%

2%

9%

19%

3%

67%

32%

6%

7%

3%

19%

15%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分の健康管理を行うため

健康状態が気になるため

医療機関から勧められた

生活習慣を見直すきっかけと

するため

家族・友人などから勧められ

た

勤務先から受診するよう勧め

られた

受診を勧める通知がきたから

その他

問9_受診の理由（胃がん検診）

男性

女性

合計

 

 

３） 未受診の理由は「通知がない」が 30％台で最も高く、次いで「受診の仕方がわか

らない」「費用がかかる」が 20％台であり、これらは各検診に共通していた。 

1%

1%

27%

28%

5%

2%

24%

33%

25%

9%

2%

0%

25%

16%

9%

3%

23%

30%

24%

17%

1%

0.4%

26%

21%

7%

2%

24%

31%

24%

13%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

入院中、自宅療養中だった

から

旅行・出張などで留守にした

から

受ける暇がなかったから

健康に自信があるから

悪いと言われるのが怖いか

ら

検診機関が近くにないから

受診の仕方がよくわからな

いから

受診を勧める通知がこな

かったから

費用がかかるから

その他

問10_未受診の理由（胃がん検診）

男性

女性

合計

 

 

４） 受けやすい方法では「費用の助成」「１ヶ所で同時に受診」「受診の通知」が 40～

50％台であった。 

37%

17%

12%

35%

26%

38%

4%

41%

9%

48%

2%

37%

14%

21%

20%

38%

54%

7%

63%

13%

57%

3%

37%

15%

17%

26%

33%

47%

6%

53%

11%

53%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

土曜、日曜等休日に受診できる

夜間に受診できる

自宅近くに検診車が来る

職場で集団検診を実施する

普段かかっている医療機関で受

診できる

毎年受診を勧める通知が来る

ホームページ等で検診医療機関

がわかる

1ヶ所で同時に複数の検診ができ

る

広報やチラシで検診の方法がわ

かる

検診費用の助成

その他

問11_受けやすい方法（がん検診）

男性

女性

合計
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４ 健康づくりの実態と要望（個人の取組み、必要な情報･サービス、会社への期待） 

（１） 健康づくりのために約 60％の人が何らかの取り組みをしていた。食事や運動につい

ては、半数の人が関心を持って取り組んでいるが、乳がんの自己触診をしている女

性は 7%と低かった。 

60%

40%

30%

49%

24%

38%

10%

32%

46%

0%

28%

6%

70%

54%

53%

49%

22%

45%

23%

23%

52%

7%

46%

5%

66%

48%

43%

49%

23%

42%

17%

27%

49%

4%

38%

5%

0% 20% 40% 60% 80%

朝食は抜かずに、1日3食きちんと食事をとる。

脂肪や塩分をとり過ぎないように気をつける。

カルシウムの多い食品（海藻類、牛乳･乳製品、豆類など）や緑

黄色野菜を十分にとる。

日常生活で歩くなど意識的に身体を動かすことを心がけてい

る。

週に1回以上運動する。

睡眠や休養を上手にとり、ストレスにうまく対処する。

積極的に人と交わるようにしている。

アルコールは、適量を守る。

たばこを吸わない。

月１回は乳がんの自己触診をする。

毎食後、歯みがきをして口を清潔に保つ。

その他

問12_健康づくり（個人の取り組み）

男性

女性

合計

 

 

（２） 健康づくりのために必要とする情報･サービスは「運動のできる施設、ウオーキン

グコース、運動サークル等」「外食や加工食品の栄養成分の表示」「ストレスへの気

づきなどメンタルヘルスに関する事項」が 30～40％台であった。 

27%

27%

27%

43%

33%

9%

6%

18%

8%

3%

28%

43%

21%

46%

40%

3%

1%

17%

8%

6%

28%

36%

24%

45%

37%

5%

3%

18%

8%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康のための食事量や内容に関する相談

外食や加工食品の栄養成分（エネルギー・塩分など）の表示

健康づくりのための運動に関するアドバイスや相談

運動ができる施設やウォーキングコース、運動サークル等の

情報

自分のストレスに気づいて対処できる方法や、メンタルヘル

スに関する情報

禁煙の仕方に関するアドバイスや相談

アルコール問題に関する相談

がんや糖尿病等の生活習慣病予防に関する講演会や相談

むし歯や歯周病予防に関する講演会や相談

その他

問13_健康づくり（必要な情報・サービス）

男性

女性

合計
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（３） 健康づくりのために会社に期待することは「定期健診の実施」「受診費用の助成」

が 40～50％であった。 

45%

50%

25%

9%

14%

10%

6%

26%

8%

2%

39%

40%

21%

9%

14%

10%

2%

19%

6%

3%

42%

44%

23%

9%

14%

10%

4%

22%

7%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

定期健診の実施

がん検診や人間ドック、歯科検診の受診費用の助成

定期健診の結果（血圧・尿検査・血液検査など）に応じた保

健指導の実施

病気や食生活についての相談・指導

こころの悩みやストレスなどの相談体制

職場の禁煙対策

職場内での健康教育や講演会の実施

労働時間の短縮など職場環境の改善

特にない

その他

問14_健康づくり（会社への期待）

男性

女性

合計
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５ 年齢別健診、がん検診等の受診率 

乳がん検診は 40 歳以上、子宮がん検診は 30 歳以上の各年齢層で受診率が約 50％

であった。その他の健診（検診）項目は、年齢の上昇につれて受診率も上昇し、60

歳代女性の胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診は 50~60％台であった。また、男

性の健診、胃がん検診、肺がん検診は 50 歳代に比べ 60 歳代で低下していた。 

 

48.3%

66.2%

83.3%

88.2%

77.2%

74.6%

48.1%

39.0%

61.2%

77.0%

81.4%

62.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

合計

健診（定期健診・特定健診）

男性受診者

女性受診者

 

 

 

1.8%

8.5%

35.2%

68.9%

55.6%

38.8%

2.8%

12.1%

38.3%

55.3%

64.8%

37.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

合計

胃がん検診

男性受診者

女性受診者

 

 

 

3.5%

11.1%

35.2%

49.4%

46.7%

31.7%

0.0%

10.3%

32.7%

42.5%

56.3%

30.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

合計

肺がん検診

男性受診者

女性受診者
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1.8%

7.0%

29.6%

48.8%

52.4%

31.5%

0.0%

10.2%

30.5%

41.1%

59.3%

30.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

合計

大腸がん検診

男性受診者

女性受診者

 

 

 

9.7%

36.8%

49.5%

53.8%

53.0%

42.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

合計

乳がん検診

女性受診者

 

 

 

20.3%

52.6%

53.6%

48.9%

50.0%

46.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

合計

子宮がん検診

女性受診者
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６ 医療保険別健診、がん検診等の受診率 

男性で比較的回答人数の多かった国民健康保険（世帯主）と組合健康保険（本人）

との比較では両者間に大きな差は見られなかった。 

女性で比較的回答人数の多かった国民健康保険（家族）と組合健康保険（本人）、

同（家族）との比較では、医療保険による差は見られなかった。また、組合健康保険

の本人と家族との比較では、定期健診・特定健診以外の項目の受診率はすべて家族の

方が高かった。その他の群は回答人数が尐ないために一定の傾向を見出せなかった。 

 

68.5%

32.0%

60.0%

0.0%

87.3%

81.3%

100.0%

74.9%

70.2%

60.0%

92.3%

47.6%

73.6%

55.3%

16.7%

63.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国民健康保険(世帯主)

国民健康保険(世帯主以外の家

族)

協会けんぽ(旧政府管掌健康保

険)(本人)

協会けんぽ(旧政府管掌健康保

険)(家族)

組合健康保険(組合・共済・船

員)(本人)

組合健康保険(組合・共済・船

員)(家族)

その他

合計

健診（定期健診・特定健診）

男性受診者

女性受診者

 

 

40.4%

0.0%

25.9%

0.0%

46.0%

35.7%

0.0%

39.1%

52.9%

34.8%

39.1%

30.0%

26.0%

43.7%

50.0%

37.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国民健康保険(世帯主)

国民健康保険(世帯主以外の家

族)

協会けんぽ(旧政府管掌健康保

険)(本人)

協会けんぽ(旧政府管掌健康保

険)(家族)

組合健康保険(組合・共済・船

員)(本人)

組合健康保険(組合・共済・船

員)(家族)

その他

合計

胃がん検診

男性受診者

女性受診者
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７ 職業別健診、がん検診等の受診率 

男性で比較的回答人数の多かった勤め（正規職員）、勤め（非正規職員）、自営業・

自由業の比較では、定期健診・特定健診の受診率が勤め（正規職員）85％に対し、自

営業・自由業で 50％であった以外には３群間の受診率に大きな差はなかった。 

女性で比較的回答人数の多かった勤め（正規職員）、勤め（非正規職員）、家事専業

の比較では、定期健診・特定健診以外の項目の受診率はすべて家事専業者が最も高か

った。また、勤め群では正規職員と非正規職員間に差は見られなかった。 

 

84.6%

63.6%

50.0%

100.0%

35.7%

67.7%

74.8%

72.4%

66.7%

66.7%

50.0%

100.0%

54.1%

20.0%

64.4%

62.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤め(正規職員)

勤め(パート・アルバイト等の非

正規職員)

自営業・自由業

家族従事者(自営業手伝い)

その他

家事専業

学生

無職

合計

健診（定期健診・特定健診）

男性受診者

女性受診者

 

 

38.2%

27.0%

40.5%

100.0%

0.0%

55.0%

39.0%

25.0%

36.2%

55.6%

12.5%

75.0%

43.5%

0.0%

46.2%

37.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤め(正規職員)

勤め(パート・アルバイト等の非

正規職員)

自営業・自由業

家族従事者(自営業手伝い)

その他

家事専業

学生

無職

合計

胃がん検診

男性受診者

女性受診者
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８ 所属事務所の従業員数別健診、がん検診等の受診率 

1～4 人群は回答人数が尐ないため除外すると、定期健診・特定健診は男女とも従業

員数が多い事業所ほど受診率も高く、50 人以上の事業所では男性 86％、女性 75％で

あった。 

その他の検診も男性は人数の多い事業所で受診率が高かったが、女性では受診率と

事業所規模との関係は明瞭ではなかった。 

 

66.7%

50.0%

72.2%

61.5%

89.2%

85.7%

81.5%

63.6%

53.1%

60.0%

63.0%

72.7%

74.5%

68.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～4人

5～9人

10～19

人

20～29

人

30～49

人

50人以

上

合計

健診（定期健診・特定健診）

男性受診者

女性受診者

 

 

 

40.0%

17.6%

5.9%

33.3%

35.1%

41.6%

36.7%

37.5%

25.8%

44.4%

27.3%

28.6%

31.5%

31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～4人

5～9人

10～19

人

20～29

人

30～49

人

50人以

上

合計

胃がん検診

男性受診者

女性受診者
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第３章 まとめと今後の方策 

 

１ 受診率の向上 

定期健診･特定健診の受診率は男性 75％、女性 63％と比較的高いが、まだ改善の余

地が大きい。また、5 大がん検診は 30～40％台、前立腺がん検診、歯周疾患検診、骨

粗しょう症検診は 15～20％であり、受診率の向上は緊急の課題である。 

 

２ 受診率向上のための方策 

全ての健診（検診）に共通する未受診の３大理由は「通知がない」「受診の仕方がわ

からない」「費用がかかる」である。また受けやすい方法では「費用の助成」「１ヶ所

で同時に複数の健診（検診）を受けられる」「通知がくる」が３大希望である。従って、

この調査結果を基本に従来の健診（検診）のやり方を改善する必要がある。特に受診

の仕方については、情報の発信方法に工夫が必要である。 

 

３ 健康づくり活動への支援 

健康づくりへの取り組み内容は比較的高いものもあったが、まだ改善の余地が大き

い。この活動を推進するためには、食事や栄養成分、運動施設や運動サークル等の身

体的な健康づくりだけでなく、メンタルヘルスなどの心の健康づくりも含めて、各種

の情報を丁寧に連続的に提供することが重要である。 

 

４ 性別・年齢による特徴をふまえた方策 

    男性は定年を迎える 60 歳代で受診率が低下傾向にあり、女性は年齢により受診率に

差があることから、それぞれの特徴をふまえ、生涯を通じて継続的に保健サービスを

提供することが重要である。 

 

５ 小規模事業所で働く人への支援 

受診率は小規模事業所で低くなっていることから、小規模事業所で働く人への支援

が受診率向上、健康づくりの活性化に重要である。職域で組織化されている団体の機

関紙や研修会等を活用して、地域にある施設、保健サービス等の情報を効果的に事業

所に提供することが必要である。 

医療保険別、職業別については今回の調査では顕著な差が見られなかったため、こ

れらに基づく連携の在り方については今後の課題である。 

 

 ６ 地域・職域保健の連携の必要性 

    前述の健康課題に対応するためには、直接連携事業を担当する者で構成する作業部

会を設置し、具体的な事業の企画・実施に向けての意見交換、実施計画の企画立案、

運営、評価を行い、地域・職域保健の連携を円滑に推進することが必要である。 
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健康づくりと健康診査等に関するアンケート調査 

― ご 協 力 の お 願 い ― 

 

 

 

平成 20 年 11 月 

千 葉 市 

 

この調査は、市民の皆様の健康診査・がん検診等の受診状況や、健康づくり

に関する現状等のご意見を伺い、地域保健（千葉市）と職域保健（関係機関）

が連携した効果的な保健サービスを提供するための基礎資料とするものです。 

 この調査の対象者は、20 歳から 69 歳までの市民の皆様の中から 2,000 人を

無作為に選ばせていただきました。皆様の回答は統計的に処理し、上記以外の

目的で使用されることはありません。 

 ご多忙のところ大変恐縮ですが、調査票にご記入いただき、同封の「返信用

封筒」に入れ、平成 20 年 12 月 12 日（金）までに 郵便ポストへ投函してくだ

さい。（切手を貼る必要はありません） 

 本調査の趣旨をご理解の上、よろしくご協力のほどお願い申し上げます。 

 

 

 

 

【 ご 記 入 に あ た っ て 】 

１ 黒または青のボールペンでご記入ください。 

２ 回答は、あてはまる項目の番号に○をつけていただくものと、空欄に番

号をご記入いただくものとがあります。 

３ 質問によって回答が１つだけのものと、複数のもの（複数回答可）があ

りますので、指示に従ってご回答ください。 

４ 「その他（   ）」に該当する場合には、（   ）の中に具体的にご

記入ください。 

５ 調査内容について不明な点がございましたら、下記までお問い合わせく

ださい。 

 

（お問い合わせ先）千葉市保健福祉局健康部健康企画課 

            電話 ０４３－２４５－５２０８ 
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健康づくりと健康診査等に関するアンケート調査 

 

 

Ⅰ あなたについておたずねします。 

 

問１ あなたについて教えてください。（あてはまる項目の番号に○をつけてください。） 

性    別 １ 男性       ２ 女性 

年    齢 
１ 20 歳代   ２ 30 歳代   ３ 40 歳代 

４ 50 歳代   ５ 60 歳代 

医療保険の種類  

１ 国民健康保険（世帯主） 

２ 国民健康保険（世帯主以外の家族） 

３ 協会けんぽ（旧政府管掌健康保険）（本人） 

４ 協会けんぽ（旧政府管掌健康保険）（家族） 

５ 組合健康保険（組合・共済・船員）（本人） 

６ 組合健康保険（組合・共済・船員）（家族） 

７ その他（               ） 

 

職    業 

  （主なもの１つだけ） 

１ 勤め（正規職員） 

２ 勤め（パート・アルバイト等の非正規職員） 

３ 自営業・自由業 

４ 家族従事者（自営業手伝い） 

５ その他（               ） 

６ 家事専業 

７ 学生                    

８ 無職 

 

＊お勤めの方への質問です 

 

所属事業所の従業員数  

（パート等を含む） 

１ １～４人 

２ ５～９人 

３ １０～１９人 

４ ２０～２９人 

５ ３０～４９人 

６ ５０人以上 

３～８の方は 

次のページへ➠ 

次のページへ ➠ 



 

 19 

Ⅱ 健診（定期健康診断・特定健康診査）についておたずねします。 

 

全員の方におたずねします。 

問２ 今年度、あなたは高血圧・心臓病・貧血・肝臓病・糖尿病などを調べる健診を受けましたか。 

   または、今年度中に受ける予定はありますか。（あてはまる項目の番号に○をつけてください。） 

   ※「今年度」は平成 20 年 4 月 1 日から平成 21 年 3 月 31 日までをさします。 

 

 

 

今年度、健診を受けた方、または受ける予定の方におたずねします。 

問３ どのような方法で受けましたか。または受けますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

今年度、健診を受けた方、または受ける予定の方におたずねします。 

問４ 健診を受けた（受ける）のは主にどのような理由からですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、健診を受けなかった方、または受ける予定のない方におたずねします。 

問５ 健診を受けなかった（受けない）のは主にどのような理由からですか。 

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 特定健康診査受診券で受けた（受ける） 

２ 勤務先（または学校）で実施する定期健康診断を受けた（受ける） 

３ 個人的に受けた（受ける） 

４  そ の 他

（                                  ） 

 １ はい  → 問３へ  

1 自分の健康管理を行うため 

2 健康状態が気になるため 

3 勤務先（または学校）から勧められた 

4 生活習慣を見直すきっかけとするため 

5 家族・友人などに受診するよう勧められた 

6 受診を勧める通知がきたから 

7 その他（                           ） 

１ 入院中、自宅療養中のため 

２ 旅行・出張などで留守のため 

３ 受ける暇がないため 

４ 健康に自信があるから 

５ 悪いと言われるのが怖いから 

６ 健診機関が近くにないから 

７ 受診の仕方がよくわからないから 

８ 受診を勧める通知がこなかったから 

９ 費用がかかるから 

10 その他（                          ） 

 ２ いいえ  → 問５へ 

次のページへ ➠ 
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全員の方におたずねします。 

問６ どのような方法であれば、健診を受けやすいと思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員の方におたずねします。 

問７ 健診の結果や生活習慣改善について説明の機会があれば受けたいと思いますか。 

 

１ 土曜、日曜等休日に受診できる       ２ 夜間に受診できる 

３ 自宅近くに健診車が来る          ４ 職場で集団健診を実施する 

５ 普段かかっている医療機関で受診できる   ６ 毎年受診を勧める通知が来る 

７ ホームページ等で健診医療機関がわかる   ８ 1 ヶ所で同時に健診やがん検診ができる 

９ 広報やチラシで健診の方法がわかる     10 健診費用の助成 

11 その他（                                  ） 

 １ 思う         ２ 思わない       ３ その他（           ） 

次のページへ ➠ 
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Ⅲ がん検診等についておたずねします。 

  

問８ 過去 2 年間で下記のがん検診等を受けましたか。検診ごとに、あてはまる項目の番号（１～４）

に○をつけてください。 

   ※「過去 2 年間」は、平成 18 年 11 月 1 日から回答日現在までをさします。 

問９ がん検診等を受けたのは主にどのような理由からですか。受けたがん検診等について、下記の選

択肢「受けた理由」からあてはまる番号を空欄に記入してください。（複数回答可） 

問 10 がん検診等を受けなかったのは主にどのような理由からですか。下記の選択肢「受けなかった理

由」からあてはまる番号を空欄に記入してください。（複数回答可） 

    

    検 診 を 受 け た  検診を受けなかった 

 
市の検診

を受けた 

勤務先の

検診を 

受けた 

個人的に 

受けた 

受けた 

理由 

（問９） 

受けな 

かった 

受けなか

った理由 

（問 10） 

【記入例】○○検診 ○1  ２ ３ １、５ ４  

全員 

胃がん検診 １ ２ ３  ４  

肺がん検診 １ ２ ３  ４  

大腸がん検診 １ ２ ３  ４  

歯周疾患検診 １ ２ ３  ４  

男性

のみ 
前立腺がん検診 １ ２ ３  ４  

女性

のみ 

乳がん検診 １ ２ ３  ４  

子宮がん検診 １ ２ ３  ４  

骨粗しょう症検診 １ ２ ３  ４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受けた理由（問９） 

１ 自分の健康管理を行うため 

２ 健康状態が気になるため 

３ 医療機関から勧められた 

４ 生活習慣を見直すきっかけとするため 

５ 家族・友人などから勧められた 

６ 勤務先から受診するよう勧められた 

７ 受診を勧める通知がきたから 

８ その他（             ） 

受けなかった理由（問 10）                              

１ 入院中、自宅療養中だったから 

２ 旅行・出張などで留守にしたから 

３ 受ける暇がなかったから 

４ 健康に自信があるから 

５ 悪いと言われるのが怖いから 

６ 検診機関が近くにないから 

７ 受診の仕方がよくわからないから 

８ 受診を勧める通知がこなかったから 

９ 費用がかかるから 

10 その他（            ） 
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全員の方におたずねします。 

問 11 どんな方法であれば、がん検診等を受けやすいと思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 土曜、日曜等休日に受診できる      ２ 夜間に受診できる 

３ 自宅近くに検診車が来る         ４ 職場で集団検診を実施する 

５ 普段かかっている医療機関で受診できる  ６ 毎年受診を勧める通知が来る 

７ ホームページ等で検診医療機関がわかる  ８ 1 ヶ所で同時に複数の検診ができる 

９ 広報やチラシで検診の方法がわかる    10 検診費用の助成 

11 その他（                                  ） 

次のページへ ➠ 
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Ⅳ 健康づくりについておたずねします。 

 

全員の方におたずねします。 

問 12 あなたが健康づくりのために気をつけていることは何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員の方におたずねします。 

問 13 あなたの健康づくりのために必要な情報やサービスは何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 朝食は抜かずに、1 日 3 食きちんと食事をとる。 

２ 脂肪や塩分をとり過ぎないように気をつける。 

３ カルシウムの多い食品（海藻類、牛乳･乳製品、豆類など）や緑黄色野菜を十分にとる。 

４ 日常生活で歩くなど意識的に身体を動かすことを心がけている。 

５ 週に 1 回以上運動する。 

６ 睡眠や休養を上手にとり、ストレスにうまく対処する。 

７ 積極的に人と交わるようにしている。 

８ アルコールは、適量を守る。 

９ たばこを吸わない。 

10 月１回は乳がんの自己触診をする。 

11 毎食後、歯みがきをして口を清潔に保つ。 

12 その他（                                  ） 

１ 健康のための食事量や内容に関する相談 

２ 外食や加工食品の栄養成分（エネルギー・塩分など）の表示 

３ 健康づくりのための運動に関するアドバイスや相談 

４ 運動ができる施設やウォーキングコース、運動サークル等の情報 

５ 自分のストレスに気づいて対処できる方法や、メンタルヘルスに関する情報 

６ 禁煙の仕方に関するアドバイスや相談 

７ アルコール問題に関する相談 

８ がんや糖尿病等の生活習慣病予防に関する講演会や相談 

９ むし歯や歯周病予防に関する講演会や相談 

10 その他（                                  ） 
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お勤めの方におたずねします。 

問14 あなたが健康づくりのために会社に期待することは何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問はこれで終わりです。ご協力いただき、ありがとうございました。

１ 定期健診の実施 

２ がん検診や人間ドック、歯科検診の受診費用の助成 

３ 定期健診の結果（血圧・尿検査・血液検査など）に応じた保健指導の実施 

４ 病気や食生活についての相談・指導 

５ こころの悩みやストレスなどの相談体制 

６ 職場の禁煙対策 

７ 職場内での健康教育や講演会の実施 

８ 労働時間の短縮など職場環境の改善 

９ 特にない 

10 その他（                                  ） 
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２ 健康づくりと健康診査等に関するアンケート調査実施経過 

  

実施日 会議等 実施事項 

平成 20 年 9 月 4 日 第 1 回地域･職域 

連携推進協議会 

・特定健診･保健指導の実施状況について 

・がん対策推進基本計画と千葉市の現状に

ついて 

・アンケート調査の実施について 

 

10 月 30 日 第 1 回作業部会 ・部会長の選出について 

・アンケート調査の内容について 

 

11 月 26 日 

～12 月 12 日 

アンケート調査実施 ・健康づくりと健康診査等に関するアンケ

ート調査 

（対象者） 

20～69 歳の市民 2,000 人を無作為抽出 

平成 21 年 2 月 6 日 第 2 回作業部会 ・調査結果の分析について 

 

 

  3 月 26 日 第 2 回地域・職域 

連携推進協議会 

・調査結果について 

・今後の計画について 
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３ 千葉市地域・職域連携推進協議会設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第 1 条 市における地域保健及び職域保健を担う組織の連携により、保健事業の実施に要す

る社会資源を相互に有効活用し、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制を整備し、

もって働き盛り層の生活習慣病等の予防と健康寿命の延伸を図ることを目的として、千葉

市地域・職域連携推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 協議会は、市における地域保健及び職域保健の連携に関する次に掲げる事項につい

て、調査審議する。 

（１） 地域の健康課題に関すること。 

（２） 前号の課題に対する地域の各関係機関・団体の役割に関すること。 

（３） 具体的な連携事業の企画・実施・評価等の推進に関すること。 

（４） その他必要と認められること。 

 

（組織） 

第３条 協議会は、委員１９人以内で組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者をもって充てる。 

（１） 学識経験者 

（２） 職域保健関係機関を代表する者 

（３） 保健医療関係団体を代表する者 

（４） 住民又は就労者を代表する者 

（５） 保健福祉局健康部保健所長の職にある者 

（６） 保健福祉局高齢障害部こころの健康センター所長の職にある者 

 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会長等） 

第５条 協議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、委員の互選により選出する。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、委員のうちから会長が指名する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代

理する。 
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（会議） 

第６条 協議会の会議は、必要に応じて会長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数の出席がなければ、開催することができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによ

る。 

４ 会長は、必要に応じて会議に委員以外の者の出席を求めることができる。 

 

（作業部会） 

第７条 協議会は、具体的な連携事業の企画等を行うため、必要に応じ作業部会を設置する。 

 

（個人情報保護） 

第８条 協議会は、事業の実施にあたり、個人情報の保護について関係法令を遵守し、最大

限の配慮を行う。 

 

（庶務） 

第９条 協議会の庶務は、保健福祉局健康部健康企画課において処理する。 

 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会

に諮って定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成１９年８月９日から施行する。 
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４ 千葉市地域・職域連携推進協議会委員名簿 

 

No. 区  分 氏    名  所  属  役  職  名 

１ 会   長 今井 俊哉 （社）千葉市医師会理事 

２ 副 会 長 斉藤 三男 千葉商工会議所常務理事 

３ 学 識 経 験 者 能川 浩二 
千葉大学名誉教授 

千葉産業保健推進センター所長 

４ 職域保健関係機関 吉原 昇 全国健康保険協会千葉支部企画総務部長 

５  川上 洋一 千葉銀行健康保険組合常務理事 

６  黒畑 稔 千葉労働基準監督署安全衛生課長 

７  髙山 榮 千葉労働基準協会専務理事、事務局長 

８  小渋 雄一郎 千葉市地域産業保健センター運営委員長 

９   今井 義成 千葉市土気商工会専務理事 

10  小出 剛久 千葉県厚生農業協同組合連合会事業部次長 

11 保健医療関係団体 阿左見 葉子 （社）千葉市歯科医師会理事 

12  松澤 須美子 （社）千葉市薬剤師会副会長 

13   許斐 玲子 （社）千葉県看護協会理事 

14  小林 道彦 （社）千葉県栄養士会副会長、千葉支部長 

15 住民・就労者代表 飯塚 芳子 千葉市食生活改善協議会長 

16 地域保健関係機関 石川 洋 千葉市保健所長 

17  井上 俊宏 千葉市こころの健康センター所長 

（H21 年 3 月 26 日現在） 
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５ 千葉市地域・職域連携推進協議会作業部会委員名簿 

 

No. 区  分 氏   名  所   属 

１ 部 会 長  能川 浩二 
千葉大学名誉教授 

千葉産業保健推進センター 

２ 職域保健関係機関 瀬田 敏勝 千葉市地域産業保健センター 

３  町田 恵子 全国健康保険協会千葉支部 

４ 地域保健関係機関 窪田 和子 千葉市保健所保健指導課 

５  井貫 正彦 千葉市こころの健康センター 

６  山岸 秋子 千葉市健康企画課 

（H20 年 10 月 30 日～H21 年 3 月 31 日） 
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